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論文内容の要旨
西南日本沿岸域に生息する民生生物食魚類， タカノハダイとササノハベラ属 2種を個体識別し，その樟
内及び種間関係を明らかにした。調斉は1990-1997年の間，愛媛県宇和海の室手，荒樫海岸でSCUBAを用
いて行った。
サンゴ礁魚類では随伴行動が知られているが，詳細な研究はない。本研究により，ベラ類がタカノハダ
イに随伴すること，随伴によりペラの摂餌効率が上がること，種によらず大理のベラほど頻繁にかっ長く
随伴すること等が明らかになった。随伴の個体変異の理山として，大型個体は大きな行動閣を持ち， タカ
ノハダイに頻繁に遭遇ずること，ベラ偶体聞に種内種間で体長依存の順位関係があり，他個体から攻撃を
受けにくい大型個体は長く随伴できることが考えられた。
タカノハダイについては興味深いなわばり制が明らかになった。多くの脊椎動物において，同種個体の
摂餌なわばりは重複しない。本種は体サイズ差の小さい向精他個体に対してなわばりを維持していたが，
それは体サイズ差の大きい個体問で大きく重複した。本種を3つのサイズクラスに分けた場合，室手では
異サイズ個体問で排他的な攻撃はなく，なわばりが3重に重複したが.荒樫では大型偶体を排除し 2重に
しか重複しなかった。雌雄ともなわばり内では主に摂餌を行い，配偶行動を全く行わなかったため.本種
のなわばりは摂餌なわば‘りであると考えられた。~手では底質上の石灰議被度が高く，ほとんどの摂餌は
石灰藻上で行われたが，荒樫では石灰藻被度が低く，主に裸岩や齢、l也で摂餌が行われたの室手ではヱサ組
成がサイズクラス聞で明瞭に変化したが，荒樫では変化しなかった。本種は鹿質を吸い上げて摂倒をする
ため，石灰藻によるエサの櫨過効果が魚の体サイズによって異なり，室手でエサ資源分割が生じたと推察
した。 2地点、の比較から，ヱサ資源分割は嵐サイズ倒体問のなわばり重複をもたらす大きな要凶であると
考えられた。
その他，エサ条件の異なる上記2地点間でのタカノハダイの成長率や生理的コンディションの差異，ま
た2種のベラ配偶行動及び住卵行動・婚姻形態についても明らかにした。
論文審査の結果の要旨
申請書は沿停域に生息するベントス食魚類を個体識別し，その種内及び種間関係を明らかにした。タカ
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ノハダイに対する 2種のササノハベラの随伴行動では.随伴により後2者の摂餌効率が上がること，大き
な個体ほどよく随伴すること等を明らかにした。大型個体がよく随伴する珂由として.大型個体ほど大き
な行動圏を持つためホストであるタカノハダイにより頻繁に遭遇し長時間随伴できること，かっ随伴個
体聞には体長依存の順位関係があるため大型個体ほどホストを独占するため， と申請者は論理的に考察し
ている。このように種間関係での個体変異は個体識別をした研究により初めて把握できるが，本研究のよ
うな試みは従来ほとんどなく.この点申請者の独創的視点は高く評価できる。
またタカノハダイの摂餌縄張りが，大きさの異なる個体問で大きく重複することを見い出した。餌条件
の良い場所では体長の異なる個体聞で.餌項目と餌サイズでの資源分割がおこるが.餌条件の壁、い場面fTで‘
はこの資源分割は明瞭ではないことを示している。申請者は体長の違う個体間でのこの資源分割が個体問
競争を緩和させ，その結果縄張りの重複がおこると推察している。この考えは，餌の多い場所では縄張り
が3重に，少ない場所では2重に重なるという結果からも支持される。従米なわばりは同種個体に対し防
衛されると考えられていたが，彼の発見は，同種個体でも競争関係にあるものこそが縄張りから防衛され
ることを明瞭に示しており，この点は高く評価できる。この他ササノハベラ 2楕の配偶行動と婚姻形態，
タカノハダイの形態等についても研究している。
以上のように本論文での一連の研究成県は，縄張り概念の再検討，種間関係の研究における新たな視点
の確立など動物社会学の発展に対する貞献が大きく博土(理学)の学位を授号するに値するものと審査し
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